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孫に予防接種
　年末に帰省してきた孫たちにインフルエンザの予防接
種をしました。４歳のピッちゃんは「泣かないもん…」
と自慢げに腕を出してさっそく接種をいたしました。接
種終了…泣きません。それを見て2歳のマルちゃんがま
ねをして腕をまくって近寄ってきました。そのまま接種
するとちょっと泣いてすぐに泣き止みました。「すごい
マルちゃん」というと得意そうにしています。６歳のレ
ンちゃんは「おばあちゃんがしなくていいよって言った
からしない」の一点張りでソファーの上によじ登って降
りてきません。一番年長の８歳のハルちゃんは「私はし
ない」ときっぱり自己主張。しかし「裏技を使って痛く
ないようにするよ」という条件で説得を続け、「痛くな
いならする」という本人の了解を得て接種することがで
きました。裏技というのは接種部位をしばらく圧迫して
から接種する方法です。結果、「痛くなかった」とニコ
ニコ顔になり無事終了。「おばあちゃんが…」の主張を
繰り返していたレンちゃんからは結局了解を得られない
まま予防接種を断念しました。なお、レンちゃんのママ
（私の娘です）は小さい頃から注射が大嫌いでした。い
ざ接種というと逃げ回っていました。でも最後はつかま
えられて接種されてしまいました。母親になってからは
逃げださなくなりましたがそれでも必死の表情でインフ
ルエンザの接種を受けています。

言い訳
　子どもが言い訳を言うのは、そうせざるを得ない大人
からの圧力が強い場合が多いです。レンちゃんは、普通
に「注射をしたくない」と自分の気持ちを言っても聞き
入れてもらえず注射されると思っているのです。そのた
め、家庭内で発言力の大きいおばあちゃんから言われた
ことを「言い訳」にして抵抗したのです。今回、私はそ
の「言い訳」に対して論争するのはあきらめました。ま
た、かつて娘にしたようにつかまえて接種することもし
ませんでした。しかし、医療には治療のためには引きさ
がれない場面もあります。嫌でも泣いても説得し、ある
いは押さえてでも接種や採血が必要なことがあります。
予防接種のために医院に来る子どもの中には、予防接種
をすることを聞かされないまま診察室へ入る子もいれば、
何日も前から聞かされていてちょっと涙ぐみながらも覚
悟して入ってくる子もいます。「予防接種することを子
どもに説明していない場合は接種お断りです。もう一度、
お話しされてからおいでください。」という小児科の先
生もいらっしゃいます。むしろそれが正論です。何が起
きるのかを説明し、同意を得てから行うことは子どもで

あっても大切なことです。

大人も
　言い訳のことについて気になるのはむしろ大人のほう
です。「あの人のせいで…」「お酒を飲みすぎたせいで
…」「魔が差して…」「ついカッとなって…」「しつけ
だと思って…」など大人の言い訳はたくさん聞こえてき
ます。しかし、そのような状況があったとしても、自分
がそうすると決めたはずです。そして自分がそう行動し
たのです。その結果おきた結末は、やはり自分が引き受
けなければいけません。レンちゃんの予防接種をしない
という決断は、インフルエンザにかかってしまうという
結末を体験しなくてはならなくなります。レンちゃんに
はいずれ別の機会に注射のことについて話し合う必要が
ありそうです。病気のことも知ってほしいし、痛くない
裏技のことも教えてあげたいです。いろいろ知ったうえ
でレンちゃんが納得し、接種をすることをレンちゃんみ
ずからが決心してもらいたいと思います。さまざまな状
況の中で、自分で決心し、行動し、その結末に対して責
任を持つ、そんな大人に育ってほしいと思います。その
ためには大人はどうしたらいいのでしょうか。少なくと
も、大人が「言い訳」ばかりして責任を果たさない姿を
見せているのはさすがによろしくない。まずは身近な日
常的なことから「言い訳をしない」「人のせいにしな
い」「結果を引き受ける」の見本を大人がしめしながら
生活してみたらいかがでしょうか。

　冬になると渡ってきます。警戒心が少なく近くまで寄
ってきます。ヒッヒッ、カッカッという鳴き声が火打石
を打ち合わせる音に似ているためヒタキの名前がついた
そうです。

子育ての目標  その10　おばあちゃんが
新潟市「やぎもと小児科」医師　柳本　利夫

連載：『小児科医やぎさん通信』　 第29回

ジョウビタキ
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